
Ø 鷹島、黒島における2つの小中学校及び1つの保育所（合計212人）は、警戒事態で授業・保育を中止し、保護者へ引き渡す。保護者へ引渡しが
できない児童等は、施設敷地緊急事態になった場合、長崎県又は松浦市が手配するﾊﾞｽ、船舶で避難し、避難先において保護者に引き渡す。

Ø 鷹島、黒島における医療機関及び社会福祉施設（2施設32人）は、すべて避難計画を策定済。また在宅の避難行動要支援者53人全員に支援者が
いることを確認。

Ø 支援者の同行により避難可能な住民は、支援者の車両や、長崎県、松浦市などが手配するﾊﾞｽ、福祉車両等で避難先へ移動（九州電力が配備

する車両（ﾊﾞｽ2台、福祉車両6台）を含む）。無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である水仙苑又は黒島住民ｾﾝﾀｰへ
屋内退避を実施。

鷹島・黒島（長崎県松浦市）において避難を円滑に行うための対応策①
（避難行動要支援者等の避難）

鷹島小学校

鷹島保育所

鷹島中学校 鷹島診療所

対象施設及び避難行動要支援者 警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態

鷹島保育所 59人

鷹島小学校 95人

鷹島中学校 58人
合 計 212人

学
校･

保
育
所

鷹島診療所 19人

高齢者
生活福祉ｾﾝﾀｰ
すいせんえん
水仙苑

13人

合 計 32人

鷹 島 47人

黒 島 6人

合 計 53人

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設

在
宅
の
避
難
行
動
要
支
援
者

たかしま くろしま

たか しま

くろしま

たかしま

たかしま

たかしま

たかしま
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※不測の事態により確保した輸送能力で対
応できない場合、実動組織（警察、消防、
海保庁、自衛隊）に支援を要請。

避難準備を
開始

保護者
引渡し

＜避難元で引渡しできなかった者＞

各学校
・保育所

陸路避難
避難先
はさみちょう
（波佐見町）

保護者
引渡し

教職員同乗により避難

避難準備を
開始

＜支援者が同行することで避難可能な者：24名＞

各医療機関・
社会福祉施設

陸路避難 避難先施設
ひがしそのぎぐん
（東彼杵郡他）

＜無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者：8名＞

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港海路避難

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港海路避難

くろしまこう
黒島港

みくりやこう
御厨港

避難準備を
開始

避難先
はさみちょう
（波佐見町）

支援者同乗により避難

＜支援者が同行することで避難可能な者：41名＞

＜無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる者：12名＞
屋内退避施設

(高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑（すいせんえん）、黒島住民ｾﾝﾀｰ)

陸路避難

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港

集合場所・
自宅等

海路避難

支援者同乗により避難

（※）屋内退避施設には、入院患者、入居者の
ほか、その支援者、市職員等が入る予定

たかしま くろしま

すいせんえん くろしま

まつうらし

まつうらし

くろしま

たかしま

たかしま たかしま

たかしま

屋内退避施設
（高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑（すいせんえん））

（※）屋内退避施設には、入院患者、入居者の
ほか、その支援者、市職員等が入る予定

＜放射線防護対策施設＞
黒島住民ｾﾝﾀｰ
収容可能者数:65人

くろしま

＜放射線防護対策施設＞
高齢者生活福祉ｾﾝﾀｰ水仙苑
収容可能者数:50人

すいせんえん

【凡例】
：港
：集合場所
H ：ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
：防災離着陸
候補地

たかしま くろしま まつうらし



鷹島・黒島（長崎県松浦市）において避難を円滑に行うための対応策②

Ø 鷹島、黒島における12地区において、自家用車で避難できない住民は524人。

Ø 鷹島の住民は、施設敷地緊急事態で避難準備を行い、全面緊急事態になった場合、自家用車により避難先へ移動。

なお、自家用車で避難できない住民は、長崎県又は松浦市が手配するﾊﾞｽや船舶により避難先へ移動。また黒島の

住民は、海路にて避難を実施。

（自家用車で避難出来ない住民の避難）

地区名 自家用車避難できない住民数
施設敷地緊急
事態の対応

全面緊急事態の
対応合計

くろしま
黒島 45人 45人

あおう
阿翁 98人

401人

あおううら
阿翁浦 115人
ひび
日比 8人
なかどおり
中通 94人
とののうら
殿ﾉ浦 23人

こうざき
神崎 43人

いしごう
石川 5人

さと
里 15人

ふなとうづ
舩唐津 16人

78人はる
原 34人

さんり
三里 28人

合計 524人

避
難
先
（
波
佐
見
町
（
は
さ
み
ち
ょ
う
）
）

くろしまこう
黒島港

みくりやこう
御厨港

（集合場所）
くろしまこう
黒島港

陸路避難

海路避難

とののうらこう
殿ﾉ浦港

くろしまこう
黒島港

いまふくこう
今福港

みくりやこう
御厨港

ふなとうづこう
舩唐津港

あおう
阿翁

あおううら
阿翁浦

ひび
日比

なかどおり
中通
はる
原

さんり
三里

ふなとうづ
舩唐津

とののうら
殿ﾉ浦

いしごう
石川

さと
里

くろしま
黒島

舩唐津公民館

避難準備を
開始

避難準備を
開始

避難準備を
開始

とののうらこう
殿ﾉ浦港

いまふくこう
今福港

（集合場所）
たかしま
鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・
文化交流ｾﾝﾀｰ

海路避難

陸路避難

（集合場所）
ふなとうづこうみんかん
舩唐津公民館

海路避難 ふなとうづこう
舩唐津港

みくりやこう
御厨港
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鷹島ｽﾎﾟｰﾂ・文化交流ｾﾝﾀｰ

たかしま くろしま

たかしま

（※松浦市におけるｱﾝｹｰﾄ調査を踏まえた推計）

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

避難先：波佐見町
（波佐見町体育ｾﾝﾀｰ、他4施設）

こうざき
神崎

まつうらし

まつうらし

くろしま

はさみちょう

はさみちょう

【凡例】
：港
：集合場所
H ：ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
：防災離着陸
候補地

たかしま くろしま まつうらし

たかしま

ふなとおづこうみんかん



PAZ
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災
組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、自家用車で避難できる住民は自家用車で避難先へ移動。自家用車で避難できない住民は、

集合場所である福島体育館等まで徒歩又は車両で移動した後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる波佐見

町内の波佐見町総合文化会館ほか11施設まで移動。仮に陸路避難が困難な場合は、福島港から長崎県、松浦市が確保
する船舶により浦ﾉ崎港まで移動し、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる波佐見町へ移動。なお、無理に

避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である福島保健ｾﾝﾀｰに屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、福島保健ｾﾝﾀｰに備蓄。

ふくしま まつうらし

福島（長崎県松浦市）における防護措置

避難先：波佐見町
（波佐見町総合文化会館、他11施設）

防災離着陸候補地

（福島町総合運動公園）

＜放射線防護対策施設＞
ふくしま
福島保健ｾﾝﾀｰ
収容可能者数：50人

島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所
ふくしま
・ 福島保健ｾﾝﾀｰ

うらのさきこう
浦ﾉ崎港

ふくしまこう
福島港

ふくしま
福島大橋

まつうらし

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

ふくしま まつうらし は さみ ちょ う

は さみ ちょ う ふくしまこう まつうらし

うらのさきこう

ふくしま

まつうらし

ふくしま

はさみちょう

ふくしま

福島
人口：2.716人
面積：17.26 km2

ふくしまこう
福島港

うらのさきこう
浦ﾉ崎港

はさみちょう

はさみちょう

ふくしまちょう

【凡例】
：港
：集合場所
：防災離着陸
候補地

ふくしま
福島体育館

＜参考＞定期航路
福島港～浦ﾉ崎港
（定員70人）
標準所要時間約15分

ふくしまこう うらのさきこう



PAZ

とびしま まつうらし

飛島（長崎県松浦市）における防護措置
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、避難集合場所である飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）まで徒歩で移動した後、飛島港
から長崎県、松浦市が確保する船舶により今福港まで移動。その後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先

となる東彼杵町内総合会館まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康

ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）に備蓄。

＜放射線防護対策施設＞
とびしま
飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）※整備中
収容可能者数：60人

いまふくこう
今福港

とびしまこう
飛島港

いまふくこう
今福港

とびしまこう
飛島港

ひがしそのぎちょう
避難先：東彼杵町
（総合会館）

島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所

・ 飛島住民ｾﾝﾀｰ（仮称）※整備中

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、
海保庁、自衛隊）に支援を要請。

まつうらし

ひがしそのぎちょう

とびしまこうとびしま

とびしま

とびしま

まつうらしまつうらし

とびしま

いまふくこう

とびしま
飛島
人口：50人
面積5.13 km2

【凡例】
：港
：集合場所
：防災離着陸
候補地

防災離着陸候補地

(飛島港)
とびしまこう

＜参考＞定期航路
飛島港～今福港
（定員96人）
標準所要時間約10分

とびしまこう いまふくこう



PAZ

あおしま まつうらし

青島（長崎県松浦市）における防護措置
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Ø 松浦市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、集合場所である青島小中学校まで徒歩又は車両で移動した後、青島港から
長崎県、松浦市が確保する船舶により御厨港まで移動。その後、長崎県、松浦市が確保するﾊﾞｽ等により避難先施設

となる波佐見町内の折敷瀬郷集落センターまで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に

避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である青島小中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、青島小中学校に備蓄。

＜放射線防護対策施設＞
あおしま
青島小中学校（校舎）※整備中
収容可能者数：290人

島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所

あおしま
・ 青島小中学校（校舎）※整備中

みくりやこう
御厨港

あおしまこう
青島港

みくりやこう
御厨港

あおしまこう
青島港

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

防災離着陸候補地

（青島小中学校）

はさみちょう
避難先：波佐見町
おりしきせごう
（折敷瀬郷集落センター）

まつうらし

あおしま あおしまこう

まつうらし みくりやこう まつうらし

は さみちょう おりしきせごう

あおしま

あおしま

あおしま
青島
人口：223人
面積：0.9 km2

あおしま

【凡例】
：港
：集合場所
：防災離着陸
候補地

＜参考＞定期航路
青島港～御厨港
（定員96人）
標準所要時間約20分

あおしまこう みくりやこう



【凡例】
：港
：集合場所

ひらどしま ひらどし

平戸島（長崎県平戸市）における防護措置
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UPZ

ひらどし
避難先：平戸市
ひらど
（平戸中学校）

ひらど
平戸大橋

島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所

・平戸市役所
・平戸市消防本部

自然災害との複合災害等により平戸中学校
が使用できない場合は、平戸島内の避難所
を代替避難先として使用。

たすけこう
田助港

ひらどこう
平戸港

（※）島内の面積は重点区域
外を含めて163.4km²

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

ひらど

Ø 平戸市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組織、消防団
等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、一時集合場所である各地区の公民館まで徒歩又は自家用車で移動。その後、長崎県、平戸市

が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる平戸市内の平戸中学校まで移動。

Ø 仮に陸路避難ができなくなった場合、田助港から長崎県又は平戸市が確保する船舶により平戸港まで移動し、長崎県又は平戸市が

確保するバス等により避難先へとなる平戸中学校へ移動。

ひらど

ひらどし

ひらどこう

ひらどし

ひらどし

ひらどしたすけこう

ひらど

ひらどし

：防災離着陸候補地

ひらどし
避難先：平戸市
ひらど
（平戸中学校）

ひらどしま
平戸島内の対象地区
人口：2.083人

なかのはら
中の原公民館

さちのうら
幸の浦公民館

ゆすい
油水公民館

たすけざい
田助在公民館

たすけちょう
田助町公民館

まが
曲り公民館

しおのうら
潮の浦公民館

こうざき
神崎公民館

たのうら
田の浦公民館

ひらどしま

防災離着陸候補地
（田助小学校）
たすけ

ひらどし

ひらどし



たくしま ひらどし

度島（長崎県平戸市）における防護措置
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Ø 平戸市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組
織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、一時集合場所である3ヶ所（度島浦公民館、度島中部公民館、度島三免公民館）まで
徒歩又は車両で移動した後、本村港又は飯盛港から長崎県、平戸市が確保する船舶により平戸港まで移動。その後、長崎県、

平戸市が確保するﾊﾞｽ等又は徒歩により避難先となる平戸市内の平戸文化ｾﾝﾀｰまで移動。なお、 悪天候等により船舶による

避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である度島小中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、度島小中学校等に備蓄。

ひらどこう
平戸港

＜放射線防護対策施設＞
たくしま
度島小中学校
収容可能者数：800人

いいもりこう
飯盛港

UPZ 島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所

・ 度島小中学校
・ 度島診療所

UPZ
ひらどし

避難先：平戸市
ひらど
（平戸文化ｾﾝﾀｰ）

ひらどこう
平戸港

＜参考＞定期航路
本村港～飯盛港 (約10分)
飯盛港～平戸港 (約30分)
（定員95人） いいもりこう

飯盛港
ほんむらこう
本村港

ほんむらこう
本村港 【凡例】

： 港
： 集合場所
H ： ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

※不測の事態により確保
した輸送能力で対応でき
ない場合、 実動組織
（警察、消防、海保庁、自
衛隊）に支援を要請。

ひらどし

ひらどし

ひらどし

ひらどし

たくしまうら たくしま たくしまさんめん

たくしま

たくしま

いいもりこうほんむらこう ひらどこう

ひらど

いいもりこう ひらどこう

ほんむらこう いいもりこう

たくしま

たくしま

たちうらこう
舘浦港

たちうらこう
舘浦港

時間的余裕がない
場合の緊急避難ルート

たくしま
度島診療所

たくしま
度島
人口：758人
面積：3.57 km2

たくしまうら
度島浦公民館

たくしまちゅうぶ
度島中部公民館

たくしまさんめん
度島三免公民館

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（度島ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）
たくしま



UPZ

あづちおおしま ひらどし

的山大島（長崎県平戸市）における防護措置
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Ø 平戸市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組
織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、一時集合場所である7ヶ所（ながさき西海農協大島支店前、前平公民館、西宇戸公民
館、大根坂浜、川内公民館、五乗寺集会所、板の浦入口）まで徒歩又は車両で移動した後、的山外港又は神浦港から長崎県、

平戸市が確保する船舶により平戸港まで移動。その後、長崎県、平戸市が確保するﾊﾞｽ等及び徒歩により避難先となる平戸市

内の県立猶興館高校まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住

民は、放射線防護対策施設である大島中学校に屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、大島中学校等に備蓄。

あづちがいこう
的山外港

ひらどこう

平戸港

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（大島村ﾍﾘﾎﾟｰﾄ）

ひらどこう

平戸港

UPZ

島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所

・大島中学校
・平戸市役所大島支所
・大島診療所

＜参考＞定期航路
的山外港～平戸港
（定員150人）
標準所要時間約45分

あづちがいこう
的山外港

【凡例】
： 港
： 集合場所
H ： ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

※不測の事態により確保した輸送能力で対応
できない場合、 実動組織（警察、消防、海保
庁、自衛隊）に支援を要請。

ひらどし

ひらどしひらどし ひらどし

おおしま

おおしま

おおしまさいかい まえひら にしうど

おおねざかはま かわち ごじょうじ

ゆうこうかん

あづちがいこう こうのうらこういたのうら

ひらどこう

おおしま

おおしま

おおしま

おおしま

＜放射線防護対策施設＞
大島中学校

収容可能者数：1,200人

おおしま

ひらどこうあづちがいこう

避難先：平戸市
ゆうこうかん

（県立猶興館高校）

ひらどし

ひらどし

たちうらこう
舘浦港

たちうらこう
舘浦港

時間的余裕がない
場合の緊急避難ルート

こうのうらこう
神浦港

こうのうらこう
神浦港

あづちおおしま

的山大島
人口：1.136人
面積：15.16 km2

板の浦入り口 ながさき西海農協
大島支店前

前平公民館

西宇戸公民館

大根坂浜

川内公民館

五乗寺集会場

かわち

ごじょうじ

おおねざかはま

にしうど

おおしま

まえひら

いたのうら さいかい



い き し ま みしま い き し

壱岐島・三島地区（長崎県壱岐市）における防護措置
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Ø 壱岐市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して全戸配布された告知放送受信機を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、壱岐島の住民は、壱岐島北部へ移動。また、大島・長島・原島の住民は、集合場所である三島小学
校・旧三島小学校長島分校・旧三島小学校原島分校まで徒歩で移動した後、大島港・長島港・原島港から長崎県、壱岐市が確保する

船舶により郷ﾉ浦港まで移動。その後、長崎県、壱岐市が確保するﾊﾞｽ等により避難先施設となる壱岐市内の沼津小学校まで移動。な

お、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防護対策施設である三島小

学校等にて屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、壱岐市役所等に備蓄。

壱岐島における生活物資

・放射線防護資機材の備蓄場所

・ 壱岐市役所
・ 壱岐保健所

おおしまこう
大島港

ながしまこう
長島港

大島、長島、原島地区における

生活物資・放射線防護資機材の備蓄場所

・大島:三島小学校（体育館）※整備中
・長島:旧三島小学校長島分校※整備予定
・原島:旧三島小学校原島分校※整備予定

UPZ
UPZ

避難先：壱岐島北部

ごうのうらこう
郷ﾉ浦港

避難元：壱岐島内の対象地区
（渡良地区、初山地区、武生水地区、柳田地区、
志原地区、筒城地区、石田地区、八幡地区、
田河地区、那賀地区）避難元：大島・長島・原島

（※）島内の面積は重点区域
外を含めて133.8km²

さんご
珊瑚大橋

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（大谷公園）

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
(天ヶ原ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

防災離着陸候補地

（芦辺中学校）

おおしま ながしま はるしま

みし ま ながしま み しま はるしま おおしまこう ながしまこう はるしまこう

ごうのうらこう ぬまづ

い き

おおや

防災離着陸候補地

（石田中学校）
いしだ

あしべ

あまがはら

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（芦辺町芝生広場）
あしべちょう

おおしま ながしま はるしま

わたら はつやま むしょうず やなぎだ

しわら つつき いし だ やはた

たがわ な か

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

い き し

い き し

み しま

み し ま

＜参考＞定期航路
大島港～長島港 (11分)
長島港～原島港 (約11分)
原島港～郷ﾉ浦港 (約28分)
（定員100人）

おおしまこう ながしまこう

ながしまこう はるしまこう

はるしまこう ごうのうらこう

おおしま ながしま はるしま

い き し

い き

いきしま

いき しま

いきしま

いきしま

避難先：
沼津小学校

ごうのうらこう
郷ﾉ浦港

ぬまづ

み し ま

み し ま

おおしま
大島

人口：137人
面積：16.9 km2

ながしま

長島
人口：123人
面積：0.51 km2 はるしま

原島
人口：94人
面積：0.53 km2

はるしまこう
原島港

防災離着陸候補地

（旧三島小学校長島
分校）

みしま

防災離着陸候補地

（三島小学校）
みしま

防災離着陸候補地

（旧三島小学校原島分校）
みしま はるしま

壱岐空港
い き

＜放射線防護対策施設＞
旧三島小学校原島分校

※整備予定
収容可能者数：約120人

みしま はるしま
＜放射線防護対策施設＞
旧三島小学校長島分校

※整備予定
収容可能者数：約150人

みしま ながしま

＜放射線防護対策施設＞
三島小学校（体育館）

※整備中
収容可能者数：267人

み し ま

おおしま

ながしま

はるしま

ながしま

はるしま 【凡例】
：港
：集合場所
H ：ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
H ：臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
：防災離着陸
候補地

み しまいき しま

い き し

いきしま
壱岐島内の対象地区
人口：14.879人

ながしま

いき し



ひめしま いとしまし

姫島（福岡県糸島市）における防護措置
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PAZ

UPZ 島内における生活物資・

放射線防護資機材の備蓄場所

・ 姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆう

きしこう
岐志港

ひめしまこう
姫島港

＜参考＞定期航路
姫島港～岐志港
（定員76人）
標準所要時間約16分

きしこう
岐志港ひめしまこう

姫島港

【凡例】
：港
：集合場所

避難先：福岡市
（福岡市立福岡女子高校）

Ø 糸島市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災組織、消防団
等を通じて必要な情報を伝達。

Ø 一時移転等の指示が出た場合、住民は、集合場所である姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆうまで徒歩等で移動した後、姫島港から福岡県、

糸島市が確保する船舶により岐志港まで移動。その後、福岡県、糸島市が確保するﾊﾞｽ等により避難先となる福岡市立福岡女

子高校まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や無理に避難すると健康ﾘｽｸが高まる住民は、放射線防

護対策施設である姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆうに屋内退避。

Ø 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆうに備蓄。

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、 実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）に支援を要請。

ひめしま

いとしまし

いとしまし いとしまし

ひめしま

ひめしま

ひめしまこう

き しこう

ひめしまこう き し こ う

臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ
（姫島小学校・志摩中学校分校）
ひめしま し ま

＜放射線防護対策施設＞
姫島福祉ｾﾝﾀｰはまゆう
収容可能者数：236人

ひめしま

ひめしま

ひめしま
姫島
人口：182人
面積：0.75 km2

H ：臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ



福島（ふくしま）

飛島（とびしま）

度島（たくしま）

松島（まつしま）

高島（たかしま）

PAZ

UPZ

姫島（ひめしま）

原島（はるしま）

長島（ながしま）

大島（おおしま）

的山大島(あづちおおしま)

黒島（くろしま）

青島（あおしま）

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

向島（むくしま）

神集島（かしわじま）

【凡例】

陸路避難ができない離島

陸路避難可能な離島
（本土と架橋された離島
又は島内避難の場合）

小川島（おがわしま）

壱岐島（いきしま）

平戸島（ひらどしま）

鷹島（たかしま）

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備中

全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備予定

全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備予定

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

生活物資（食料、飲料水等）の
備蓄に加え、松浦市の民間業者等
との協定に基づき生活物資を確保全島民を対象に生活物資（食料、飲

料水等）を備蓄※整備中
全島民を対象に生活物資（食料、飲
料水等）を備蓄※整備中

生活物資（食料・飲料水等）の備
蓄に加え、松浦市の民間業者等と
の協定に基づき生活物資を確保

生活物資（食料・飲料水等）の
備蓄に加え、平戸市の民間業者等
との協定に基づき生活物資を確保

UPZ内における離島の生活物資等の備蓄・供給体制

98

Ø 災害時に備え、本土との架橋のない離島においては、全島民を対象にした生活物資（食料、飲料水等）をそれぞれの離島において備蓄。
Ø 本土との架橋のある離島においては、島内の生活物資の備蓄に加え、それぞれの市における民間業者等との物資の供給に関する協定
に基づき、必要な生活物資を確保。

Ø 生活物資が不足する場合は、海路、空路、陸路により、必要な生活物資を供給。

（※）安定ﾖｳ素剤については、それぞれの離島において緊急配布ができるよう、必要数の備蓄を整備中。

生活物資（食料、飲料水等）の
備蓄に加え、壱岐市の民間業者等
との協定に基づき生活物資を確保

加唐島（かからしま）
全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄

馬渡島（まだらしま）
全島民を対象に生活物資（食
料、飲料水等）を備蓄


